Advocacy : The experience of the National Institute of Adult Continuing Education by タケット, アラン & 生津, 知子
Titleアドヴォカシーとは何か : 全国成人生涯継続教育協会の経験から
Author(s)タケット, アラン; 生津, 知子













The experience of the National Institute of Adult Continuing Education 
Alan TUCKETT 



































































































































ていた。 1998年の緑書 TheLearning Ageの序文で、彼は次のように主張した。
fわれわれ」クヘ学習の疲れた伝統を持っこのflIt:;~ )-3のは季ぎであ石。われわれは、グィ
ク介グア郵貯代の産業コミコニティの4ぎれたセノルアヘノ'v7~産裁の遺物を財産と ι てきたO
~/i'~ 1i絶望的な貧wのやで生きつつる、男女とるに、 B分白身そ L て8分の家族そを(tï)土
































































































立法上の論争が続いていた問、 NIACEは、 1992年に第一回の「成人学習者週間 (Adult




















































































「サードエイジの大学 (theUniversity of the Third Age)Jという運動を組織している退職
者たちが、 NIACEの「年を取ってより大胆に (Older& Bolder) Jというプログラム(成人
教育の政策と実践におけるエイジズムに異議を唱えるプログラム)に積極的に寄与している
















わて、中等教Jff一般試験のために勉強L て~ )~/J.i tご説男 0 !J 0 t::。 彼女íj:I1.のやってれ~








11.だげではなぐ、すべ、てのλ;Ói御題と L て~ )~ことを学.J;:の jご設立つので、男Bの御rg!J
指導時局を忍ij:楽 0，ij.tごLていますJ(Coare and Thomson編、 1996、156ペー ジ)。
これらの記述は、 1990年代半ば、 f1，000人の学習者の日記 (theDiary of A Thousand 
Learners)Jを記録するために、 NIACEが主導したプロジェクトの成果である Throughthe 























































































を配置することの利点を強調するため、「学習処方筆プロジェクト (aPrescriptions for 











た国家行政は、 NIACEが、そのウエールズ部門である iNIACEDysgu CymruJを通じて、
ウエールズで異なるアドヴォカシ一役割を維持する必要性を示唆している。地域政府の成長に
よって、 NIACEの地域スタッフは、多様な政策的イニシアティブに対し、地域的に異なる対
応をしていくことを支援するようになった。 NIACEはまた、ヨーロッパレベルで政策に影響
を与えるために、「ヨーロッパ成人教育連合」の活動に寄与しているし、グローバルには、「国
際成人教育協会」の活動に寄与しているO
周辺化されたグループに対するアドヴォカシー活動もまた、 NIACEの活動の中核である O
NIACEの量的研究によると、学校後の教育および訓練において、労働者階級の成人、高齢者、
障害者、民族的・言語的マイノリティ、パートタイム労働者、旅行者、資格を持たない人々、
早い段階で‘学校教育から離れた人々、田舎のコミュニティの人々はすべて、比率として小さい
ことが示されている。参加や達成への障壁に関する研究を通じて彼らのニーズを明らかにする
こと、特定のグループにとっての障壁を克服するために何が役立つかを説明する資料を提示す
ることがNIACEの研究活動の主な特徴であるO 障壁の多くはもちろん、周辺化されたグルー
プのいくらかないしすべてにとって共通のものである O しかし同様に、それぞれのグループが
直面している特定の課題もあるo NIACEの近年の活動は特に、成人学習がいかにして、仕事
や社会的資本がほとんどないような最貧のコミュニティの経済的・社会的復興を、最善の方法
で支援しうるかに焦点を当てている。それは骨の折れる活動であり、もちろん忍耐強さが必要
な活動であるO しかしながら、かなりやりがいのある活動なのであるO
そのような活動では必然的に、成功と同じくらいの失敗があるO 活動の多くは、教育サービ
スを届けるメカニズムの外にある、私的な交渉を含んでおり、学習者に見えないものであるO
実際、最も成功したアドヴォカシー活動のいくらかは結果的に、役に立たない変革案として、
中断されてしまっているO 対照的に、公的なアドヴォカシー活動は本当に、文化的変容に寄与
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しているO 成人学習の豊穣さや多様性を祝うことは、学習を自分の生活における一つの選択肢
としてとらえるだけの自信を人々に与える点で重要であるO それは、しばしば学習者が自分の
勉強するコースで切り抜けていくような、個人的な苦闘にさらなる価値を与えている O また、
かなり楽しむ機会を提供してもいるのであるO
